










編集 旭 川 医 科 大 ≠











・欄 讐 ぐ霧… 漁講 藩
　 穆 ・一… 響 灘 識 儲
:,癬
瞥し翠
… ・∵ 驚 驚 戦 一凝 覧、 灘
～ ぺ 遜 ジ1難鍵野
ユ ー カ ラ
解剖学第一講座 石川 一志)優 佳 良織 工芸 館
副字 長に就 任 して
研 究 一1、・門 教 育 ・教 養
海外たより ノヨノスホプキノス人fに 留 了して
海外たよりニューヨークの医帥とスポーノ
新任 教 呂紹 介
泌 尿器 科7八 竹 直 教授 を迎 えて












研 究室 紹 介 池 畑 正 宏
昭 和58年 度 通 学 方法 ・居住 状 況 調査 結 果一 覧
解 剖体 慰 蜜式
体 育大 会
新 入 生研 修(第2回 目)
課 外盾 動 短信
雲 外 久 保 良彦
1
副学長 に就任 して
副学長 石 井 兼 央
教 育 等 の 副 学 長 に就 任 して か ら約 こケ 月 に な りな れ な
いif_'1iが 多く毎 日て ん て こ舞 いで す が 、就 任 の辞 を 酵く
よ うに との ことで す ので この 機 会 に感想 の ・端 や らお願
い な ど述 べ させて 頂 きます 。
本 学の 沿 革 をふ りか えってみ ます と、昭 和48年9月 に 本
学 が 設置 され 、同 年11月5口 に 第1回 入学 式 が挙 行 され
ま した。 附 属病 院 が昭和51年5月 設 置 、同 年--/1に 開院
され てお り ます 。創 設準 備 に追 わ れ た本学 の"神 代時 代"
もこ こで 一・区限 がつ いて 、 昭 和54年3月 第1回 の 卒 業生
を送 りだ して お り ます。 同 年4月 には 大 学院 医 学研 究 科
が設 置 され ま した。 御承 知の よ うに 本年6月 には 開 学10
周 年 記念 行事 が盛 大 に行 な われ て お り ます 。早 い もので
本学 が誕 生 して か ら満10才 にな る わ けで す。 この 間 に5
回の 望業 式 があ り、現 在446名 の 卒 業生 諸君 が医 師 、医学
研究 者 と して 社 会で 活 動 して お られ ます。 昭 利55年 度 か
ら学 生の 人 学 定 員 が20名 増 と な り、 それ に伴 って 教 育施
設 の 改善 、 中 央 実験 施 設 と病 院施 設の拡 充 、教 官 の 若 卜
増 が あ りま した。 本学 は誕 生 後lo年 の 若 い 大学 で は あ り
ます が 、既 に"新 設 医 科 大学"で は な くな りま した し、
世間 で は一・人前 の医 科 大 学 と して みて い る と思 い ます。
国の高 度 成 長経 済 政 策に伴 った無 医 県 一医 大 もほほ終 ∫
に 近づ く昨 今 は 一転 して医 師 過剰 時 代 の 到 来 が近 い と話
題 に な る よ うに な りま した し、 国 の財 政 も国 家 弄算 の抑
制 とい う時 代 に 入 りつ つ あ ります 。 最近 の 情勢 に よ ると
教 育 行政 、 医療 行政 も この移 り変 りの例 外 とは な り えな
い 印 象 が あ り ます。 本学 の10年 の 歩 みは時 代の 流 れ の10
年 で あ りま した、,
さて しか し、 どの よ うな時 代 に あ って も大学 の 使 命 に
変 りは な い筈 で あ っ て本 学 の使 命 の医 学 教 育 ・研 究 ・診
療 を高 く掲 げて 前進 しなけ れ ば な らな い と 考え ます し、
本学 の伝 統 が形 成 され るの は む しろ これ か らのlo年 で あ
ろ うと思 い ます 。 教官 の 先 生 方、 学 生諸 君 の 御 協 力、 御
努 力をお 願 い 申 し あげ た い と存 じま.凱,近 年 の医 学 お よ
び 関連領 域 の進 歩 に お いて本 学 の 教 官 数 が 古 い 歴 史 の
医 学 部 に比 し て 決 して 十 分で あ ると はい えませ ん が 、
しか し本 学 の教 官 諸 先生 が 多忙 な研究 や 診 療活 動 の な か
で 教育 活 動 に おい て も全 力投 球 を されて お られ ます し、
また 教育環 境 の 整 備 な ど にっ いて も教官 の 先 生方 の 御 努
力 によ って鋭 意 、 で きる か ぎ り行 なわ れて お りま す。 こ
の よ うな全 学的 な教育 へ の姿 勢 は本 学 開 設以 来 の姿 勢 で
あ りま した し、本 学 の特 色 で あ る と 考え て お ります 。 初
代学 長 山 田 名誉 教授 、 初 代病 院 長 で あ られ た黒 川 学 長 、
教 育等 担 当の初 代 副 学 長 ド田 教授 、 一./t目lll{1F1:長小 里r芋
教授 の御 努,hに 深 く敬 意 を 表 して お り ます、,
こ うした本 学 の教 育 へ の 熱 意 と努 力は学 生 諸君 に も よ
く分 って 頂 いて い る とは 思 い ます が 、 この拙 之を讃 む 機
会 が あ りま した 学生 諸 君 に こ こで あ らため て お願 い いた
します 。 諸君 は 医学 へ の 道 を選 ん で 本学 へ 入学 され て お
られ るの です が 、医 学 を志 され た 初 心 、 い ろ い ろ な 動
機 が あ ったで し ょ うが、 そ の初 心 に時 々 、【[ちjrえ 一・て ほ
しい と思 うの で す。 第2点 、学 習につ いて で す が私 は次
の よ うに考 えて お ります 。医 師 、医 学研 究 者と い うih「1
的職 業 へ の道 で の学 習 ぱ 諸君 が経 て きた教 科,1}中 心 の教
育内 容 とは か な り異 な る とい うこ とで す、,医科 大学 での
講 義で は 般 教 育 、 專門 教育 を 問わ ず∫見在の 学 問、医 学
と関連 分 野で の トップ レベ ルの 理 論 、 矢li識もあ る し、 プ
ラ クチ カル な 方法 論、 技 術 論 も あ るで し 皇う し、 多岐 広
範囲 に わた ります、,歩 ・歩 と理 解 を積 み 亜ね な けれ ば
な りませ ん。 理 解す るた め に は学 習 の過 程 で 生 じた 疑 問
をその まま にせ ず 自か ら疑 問 を解 決 す る努 ノJをしなけ れ
ば 体系 的 に は な らな いで し ょ 帆 、疑 問 が あれ ば講 義 の折
に教 官 の 先生 に どん どん 質 問す るの もよ いで し 仁.)し 、
時 間 を割 いて 図 書館 を利 用す るこ と も 大い に結構 と思 い
ます 。 とも か く自分 で 努 力 し理 解 を積 み重 ね るこ と が医
学 教 育 で は も っと も大 切 な こ とだ ろ うと思 い ます〔、
暗 記だ けで憶 えるには学ぶIL!LAが大 きす ぎる内 容 で しょう,.
毎 年の 医 師国 家 試 験 合干各率 をみ て も 本学 掌 裳生 の素 質 は
ト分 あ る と思 って お ります.,も っ と も医師 匡1家試.1強合格
率 だ けで判 断 す るの は軽 率で す が、 本学 の学 生 諸 君 が や
る気 が あ れ ば特 別 に難 か しい学 習 課程 で は な い とrえ て
お り ます。
本学 の 研究 活 動 も 開学lo年 を経 て 更 に 一段 と活JLIヒ し
つっ あ る と思 われ ま.む,匡iの 財 政 脚1享情 は 大学 の研 究 活 動
にも好 ましか らざる情 勢 で はあります が、 機 器の 整備 、運
用の 調整 も私 に 課せ られた 役llの ・つの よ)で あります.、
教官 各位 の 御 協力 を 得てmil.、1り 満 な 調整 に心 が けて
い きた い と思 って お ります 。
)し
へ
研 究 ・専 門教 育 ・教 養
星 野 了 介
「大学 とは何 か」と は
、よ く聞 か れ る言葉 で あ る。「大学
は 真理 の探 究 の場 で あ る」 と長 い 間 云 われ て きた 、.或は
「大学 は1草門 的 職 業を志 ヨ幽人の教-一:11をす る機 関 で あ る」と
もム われ るり 旧 制の 高 等 学校 、 大学 の 率 業 生の 回想 には、
「役 に ウ1たな い と思って い た こ とが
、実 は 意 外 に役 に 立 っ
た」 とい うの が 多い,ど うも大rf一 活 の 間 には 、 は っ き
り意識 されて い た わ けで は ない が 、 まだ何 かが あ っ た よ
うで あ る、,学生の 年 令 は20才 前後 で あ る。 子 は親 を 見て
ー:11っとい テ
,学 生 は 、我 を忘 れ て研 究 に うち こんで い る
先生 を兄て 育 って きた わ けで あ る,,大 学 に おけ る研 究 と
教-:は 不 口r分の関 係 にあ る,,大 学 生 活 の間 に培 か われ る
べ き何 か を、 一般 教 育或 は教 養 と 名前 をつ けて、 制 度 と
して 大学 に組 み こん だの が新 制k学 で あ る。 ただ 形 を整
え るの に急 で 、中味 につ いて の検 討 、計 画 、 実行 は1`分
で な い ま ま現 在 にい た って い るの は残 念 で あ る。
「教 養 の あ る 人」とい うと
、何 か 文学的 知識 人 を思 い う
かべ るの で あ るが 、 こ こ に と りあげ られ た 教養 は 、 自然
科学 的 な教 養 を含 め た もの と して 考 え られ て い る。 今 目
の社 会 に於 て 、 自 ら深 く考 え 、正 しい判断 を し、 実行 す
るため に は 、そ の ・草門 を問 わず 科 学的 な教養 は不 可欠 に
な って きて い るか らで あ る。 こ こで 旭 川医 科 大 学 の 一般
教育 課程 を兄 て み よ う、,旭川 医 大 は新 しい 大学 で あ る。
li,疋門教 育の態 勢が出 来Lっ て お り、或 る日突 然一 般 教 育
課程 がつ け加 わ った の で は な い。 最 初 か ら研 究 、di門 教
育 、 教 養 を総 合的 に検 討 し、均整 の とれ た医 学教 育 の プ
ロ グ ラム をつ くりあ げ 、 そ して一 般 教 育の 授 業 か ら始 ま
った ので あ る。 そ こに は綿 密 な計画 が あ り、 しか も着 々
と実 行 され て い った の が 大 き な持 色 で あ る。 入学 試験 に
医 学 部の 教授 がす べ て関 学す ると いっ た こ とは、既 設 の
医 学 部で は 考 え られ な か った ことで あ ろ う。 この 間 の事
情 につ いて は 、小野 寺教授 の 書かれ た昭 和50年12月13日
付 の 「医科 大学 に お け る一一般 教 育 の あ り方」 とい う資料
に実 に明快 に述 べ られて い る。 この よ うに して10年 間 の
成 果 は高 い評 価 を得 る にい た った わ けで あ る。
大学 は 毎年 新 入 生 を迎 える,,今 年の 新 入 生 は昨 年 の新
入 生 と同 じで は な い。 最 近 「毎II学 校 にゆ くの は何 の た
め か と疑 問 を持 っ よ うにな った」 と学 生 か ら聞 くこ と が
時 々 あ る、,「医 師 に な るた めだ 」 とい うの は 、 その学 生
に と っては 答 えのほ ん の.・部 に しか な り得 な い。新 入 生
は どの よ うな道 筋 を通 って 大 学 に きた か を考 えて 見 る必
要 があ りそ うで あ る、,大半 の 学 生 は、 小学 校 か ら10年 近
くも受験 を中心 と した勉 学 を続 けて きて い る。 すべ て の
テ ス トは 数量 化 きれ 、加 算 され 、 平均値 と して 比 較 され
る,1点 多い か、 少 な い かが学 生 に とっ て最 大の 関心 事
と な る。1点 の た め に は、 さま ざま な疑 問 を いだ き、 自
分 で 納 得 す る迄 考 える とい うよ うな こ とは一 .一時 お預 け と
せ ざ る をえ ない 。 も っ と悪 いの は、 せ ・っか くの よ い能 力
が萎 縮 して し ま うので は ない か と い うこ とで あ る。 も と
も と大学 に はい る こ とは 手段 にす ぎな い もの で あ るの に
それ が唯 一 のH的 に なっ て くる。 共 通第1次 学 力試 験 が
行 なわ れ て か ら、 この 傾 向 は予 想 以Eに ひ ど くな って い
る よ うで あ る。 こ うして大 学 には い って くる。 は い った
途端 に 、唯.一の 目標 が消 え去 る。 精 神 的 な虚脱 状 態 に落
ち入 るの も 当然 と思 わ れ る。 学 校 で は そん な こ と には お
か まい な しにどん どん講 義 が進 め られ、 また も や個 々 の
知識 の習 得 に追 い まわ され る。 そ の うち に前述 の よ うな
学 生 の声 が きこ えて くる こ とに な る。 この よ うにみ て く
る と、我 々教師 は満 足 の い く答 え をす る用 意 が あ るの だ
ろ うか と疑 って み た くも な っ て く る 。 必 要 な の は 、 新
しい 目標 の 設定 、 計 画、 実 行 、 そ して ブ イー ドバ ックの
方法 な どにつ いて 学 生 と教 師の 問 題 と して真 剣 に とり組
んで ゆ くこ とで は な か ろ うか。 実 は 、 この こ とは 少 く と
も第 ・期 生 にっ い て は行 な わ れた の で あ る。 余程 の こ と
が な い限 り、欠 席 す る学 生 は 見 あた らな か った。 ただ 、
小 学 、 中学 、高校 とユ0年に わた って抑 圧 され て い た もの
を と り出 し、 良 い方 向 に向 け、 育 て よ うとい うの で あ る
か ら時 間 が かか る こ とは覚[吾 し なけ れ ば な らな い。 しか
し、 これ が 般 教 育 で は な か ろ うか と思 う。 大学 も10年
たつ と、や は り10年 分 の重 み の 為 に 多少 動 きが にぶ く な
った よ うに も思 え る。 だ か ら と云 っ て、 単 に惰」性 で 動 い


























*海 外 だ よ り*
ジ ョンズ ・ホ プキ ンス大 学 に留 学 して
藤 枝 俊 儀
昭 和58年1月 よ り、 ア メ リカ 東海 岸 メ リー ラ ン ド州 ボ
ルチ モ ア に あ る ジ ョ ンズ ・ホ プ キ ン ス大学 医 学 部で 「神
経 伝 達物 質 と薬 剤 の相 互作 用 に関 す る基 礎 的研 究 」 に従
事 して きま した。 帰 国 して2週 間 、 や っ と左 ハ ン ドルか
ら 右ハ ン ドルへ の 勘 を取 り戻 して きた とこ ろで す が、 ジ
ョン ズ ・ホ プキ ンスの 研 究 室 や ボ ルチ モ アの 様rな ど を
簡 単に紹 介 し よ う と思 い ます。
私 の 行 って い た ジ ョ ンズ ・ホ プ キ ン ス大 学 は 、医 学 部
の他 二学部 、国 際 学部 な ど を有 す る総 合大 学 で 、学 生 数
は約9,〔〕00人 と い わ れて い ます。 特 に医学 部 は 、 ア メ リ
カで は ハーバー ド大 学 、ス タ ンフ ォー ド大 学 と並 ぶ伝 統 の
あ る学 部 で 、ボルチ モ アの富 裕 商 人JohnsHopkinsの 資
産 を礎 に1889年 に創立 されたHospitalを は じめ と して 、
SchoolofMedicine,SchoolofIlygieneandPublic
日ealthの3部 門 からなって お り、JHMI(JohnsIlopkins
Medicallnstitutions)と 称 されています。Hospitalの 規
模 は、ベ ッド数1,078床 、医 師1,850名 、看護婦1,400名 、 そ
の 他の 職X13,650名 で 、これ に種 々の 身 体障 害 や 精神 障,}ゴ
を有す る小ui/Lの治 療 と研 究 に あた って い る隣 接 のJohn
F.KennedyInstituteを 加 え た ダ ウン タウ ンの 一・郭 は 、
さな が ら ・大医 学 セ ン ターの 観 をY-.して い ます 。
私 が所属 していたのは、精神 医 学 部 門JosephT.Cc)yle
教授 の 研究 室 で 、 こ こで は総 勢12名 の ス タ ッフ が神経 伝
達 物 質 の 合 成・貯 蔵 ・代 謝 に関す る生化 学 的研 究 や精 神薬 理
学 の分 野 に関す る研究 に 従事 して い ま した 。彼 らは 、一
般 の 典型 的 な ア メ リ カ人 とは異 なる"働 くア メ リカ人"
の 集団 で 、「トップ レベ ル をい くオ リジ ナ ルな研 究」 を合
言 葉に最 新 の コ ンピ ュー ターや 各 種分 析 機 器 を駆 使 し、
i{夜 エ ネ ルギ ッシ ュ に仕 事 に取 り組 んで お り、 さなが ら
"生 物 学 的 精神 医 学 研 究 の最 前 線"と い
った感 があ り ま
した、,Coyle教 授 の研 究 室 は 、NIMHか らの研 究 費 や 各 種
財 団 か らの 資金 を得 て比 較的 恵 まれ て い る方 なのですが、
それでも1,500ド ル/月 を越 す 実験 動物 の飼 育 管 理 費 に悲
鳴 を あげ 、 文献 は コ ピー す る よ り直接 著 者 に請 求 す べ し
とい った節 約 令 が 出 され るな ど 、研究 費の 少 な い悩 み は
世界 各国 共通 の よ うで す 。
ジ ョン ズ ・ホ プキ ンス大 学医 学 部 の精 神 医 学 部門 は 、
もと も と力動 精 神 医学 を唱 えたAdolfMeyerに よ り基礎
が築 かれた ところです が、その同 じ教 室で解 剖 学 、生 理 学、生
化 学 、遺 伝 生物 学 など関 連 諸分 野 との 活 発 な交 流 を通 じて
明 らかに されっつ ある生物 学 的 精神 医 学fi/fの 成 果 は 、精
神疾 患の理 解 に大 きな発 展 をもた らす もの といえま しょう。
と こ ろで 、 チ ェサ ピー ク湾 奥 のパ タ プス コ川 の河 口近
くに位 置 して い るボ ル チモ アは 、 その 恵 まれ た地 理 的 条
件 を背 景 に造船 、 食品、 印刷 、鉄 鋼 、 機 械 な どの1'4が
早 くか ら発 達 し.lg世 紀 初 頭 には こ こ を起 点 に ア メ リカ
最 初 の鉄 道 が 開 通す るな ど 大い に繁 栄 した と いわ れ て い
ます 、,しか しな が ら その後 の 鉄 道 夢 業の 斜陽 化 と近 年の
ア メ リカの 経 済情 勢 の 悪化 を反 映 して、街 の中 は90万 人、
全米9位 の 人 口 を擁 す る大 都市 と しての 活 力 はみられず 、
中 心 部 の ビ ル街 も"疲 れの 見えた巨 入"を 象徴 する かの よ
うに閑 散 と して お り、 不気 味 で さえ あ り ま.む、これ は 日
本 の 新 聞、TVな ど で 報道 されて い るよ うに、 ア メリカ
の 都市 部 にお け る治 安 の悪 化 が 一・因 で 、 ボ ルチ モ ア も そ
の例 外で は あ りませ ん で した 。病 院 と渡 り廊 ドでっ な が
れて いる駐 車 ビルへ の 出入 りも、 夜 間'ともなると 女性 は お
ろか 男件 で も一・人で は 危険 と され、屈 強 なsecuriLcguard
にエ ス コー トを依頼 す るこ と にな ります 、,JHMIだ けで
も226名 ものsecurityguardが い て系色えず方琶、没1人1を巡[口1し
てお り、また各入 目 で は職 員 とい えど も写 真 人 りのIDカ
ー ドを提 示 し なけ れば 通行 を誓 め られ る とい う有様 で 、
この 国 の病 根 を垣 間 見 た よ うに思 い ます 、,この よ うな治
安 の 悪 化 を嫌 っ て か自 人資 産 家 階級 は皆続 々 と郊 外へ 転
居 して お り、 私 も 命 あ っての 物 種 と家 賃の 高 いの は覚 悟
して 市 と郊 外 の ち ょ うど境 界線 の あ た りに ア パー トを求
め ま した が、 この時 ほ ど"安 全や 自衛 の た め には お 金 が
か か る"と ど こかで 聞 い た よ うな 言 葉 を身 を も って体 験
した こ とは なか った よ うに思 い ます、,幸い周 囲 にfr:んで
いた 人 々 は親 日的 なユ ダヤ系 の ア メ リカ人 が 多く、 こ れ
らの 人 々 と家 族 ぐるみ で 交際 す る機 会 に恵 まれ ま した,,
一 目 にユ ダヤ 系 と い って も ア メ リカの 開拓 時 代 か ら住
みつ いてい る人 々、19世 紀 から第1次 大戦 前 後 に や って 来
た ロ シア系 の 人 々 、第2次 大戦 前後 に や って 来た 東 ヨー
ロ ッパ 系、 ドイツ系 の 人々 な ど さま ざまで す が 、皆 勤勉
で 努力 家 が 多 く、 ジ ョン ズ ・ホ プ キ ンス に も大 勢の ユ ダ
ヤ系 の 医師 が働 い て い ま した。 人種 の るつ ぼ と いわ れ て
い る 多民族 社 会 に あ ってユ ダヤ系 の 人 々の 占 め る割 合 は
2.4%に す ぎませ ん が 、少 数派 で あ るだ け に彼 ら同 トの
絆 は強 く、通常 の 祝 日の 他 に独 自の暦 日に したがい9月 中
旬 に新 年 を祝 い、 故事 に則 り断 食 を し、水 中 に棲 み なが
ら鰭 や 鱗 の な いエ ビ 、 カニ を忌 み嫌 っ て食 べ な い な どの
慣 習 を 見聞 きす るにつ け、 今 まで 異 質 の 文化 に触 れ る機
会の 少 なか った 私 に は新鮮 な驚 きで した。
治 安 の悪 化 、 失業 率 の 増 大 、物 価 高 な ど 当の ア メ リカ
人 自身 に とって も住 み に く くな って きて い る アメ リカで
の生 活 は 不安 と困惑 の 連続 で したが、 とにもかくにも 平和
で安 全な口本 に"生 きて 戻 れて"ほ っ としてい る次 第です。
(半青ネ申拳申糸釜手こf卜講訂}1「i)
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*海 外 だ よ り*
ニ ユー ヨ ー クの 医 師 とス ポ ー ツ
石 川 睦 男
小rhの パ ラっ く肌 寒 い10月23日 、 日曜 日の朝 、 ニ ュ ー
ヨー ク シテ ィマ ラソ ンが ス ター トした、 約一 万 七 千人 の
人々 が ス タ ッテ ンア イ ラ ン ドの ベ ラザ ノブ リッヂ か ら一一
斉 に ス ター トす る光景 は テ レビで 見て いて も壮観 な もの
で あ る。 我 々は マ ンハ ッ タ ンにあ る友 人 の アパ ー トに泊
り こみ 、 このN.Y.の 大 イベ ン トを見 るべ く待 機 して いた。
先頭集 団 がブル ックリンか らクイー ン ズ を通 りマ ンハ ッ
タ ンの 番 街 に来 るの を見 計 らっ て アパ ー トを出 た。折
悪 しく雨足 は次 第 に強 くな り、 皮 ジャケ ッ トを着 てい て
も寒 いに も かか わ らず 、 お祭 り好 きの ニ ュ ー ヨー カー が
ぞ くぞ く集 まっ て 来 る。 や がて 大 きな歓 声 と共 に 先頭 集
団 が現 わ れ、次 々 に ラ ンナ ーが 走 りぬ け て行 く。間 も な
くテ レ ビの モ ニ ター 車 と共 に 女性 の トップ ラ ンナ ーが 来
ると、男 性 の 時 に 比 べ は る か に大 きな拍 手 と歓 声 が 送
られ る。 しか し私 に とっ て もっ と印 象的 だ った の は これ
らの 華 や か な先頭 集 団 に遅 れ るこ と二時 間以上 で 延 々 と
走 って 来 る ラ ンナ ー と、 その 人 々 に送 られ る限 りない 声
援 で あ った 。 老夫 婦 、若 い カ ップ ル、 ぬ れねず みの キ ャ
リアウ ーマ ン、片 足 の男 性 、 車椅 子 の 人、 全身 紫 色 の衣
装 で か ため た男 、 途 中で 待 機 して いた妻 とキ ス を交 わ し
て か ら再 び走 り出 す 人 、 タ イム制 限 の な い この大 会 に は
実 に 多 くの 普通 の 人 が参 加 して い る。 その 人 々 に声 を限
りに 「Goodface」 「Youaregreat」 と叫 ぶ縁 道 の 人。
N.Y.マ ラソンはスポ ーツを愛す るN.Y.市 民 の協 力 と援
助 で 成立 して い る こと がひ しひ しと伝 わ って くる。以 前
留 学 して い た時 の 知 人で ロ ック フェ ラー大 学 の 日系 二 世
の 生化 学 者 は50才 を過 ぎて いるが、毎年 参 加 し、完走 して
い る。
マ ラ ソ ンに限hず 、私 の身 近 に も多 くの スポ ー ッ愛 好
家 が居 る。私 の 現 在の ボ ス で あ るDr,Fuchsは 世 界で 初
め て羊 水 セ ン刺 を した こ とで 有 名 だ が コー ネ ル大学 の 産
婦 人科 のChairmanを 長 く務め た後 、EmeritusProfessor
と して 、60を 過 ぎた 今 も活躍 中 で あ る。 今 回の渡 米 に当
た り、家 が決 ま らず に、一 時 彼 の パ ー クアベ ニ ュ ーの マ
ン シ ョンに居候 した時 の事 で あ る。 や は り科 学者 で あ る
夫 人同伴 で… 週 間程 スペ イ ンで の講 演旅 行 か ら帰 国 した
の は も う夕刻 で あ った 。家 に着 い て か ら一 時 間程 寝 室 で
休 んだ あ と、 簡単 な 夕食 を と り、 山の様 な一 週 間分 の 手
紙 の 整理 を し、10時 過 ぎ、友 人 との 約束 で テ ニ ス に出 か
け る と云 う。 しば ら く して いな いの で ボ ー ルに ス ピー ド
が ない か も しれ な い等 と笑 いな が ら、夫 人 と出 か け帰宅
したの は深 夜 で あ った。 スペ イ ンとの時 差 は7時 間 だ と
い う。 長年 の経 験 に よる最 善 の時 差 ぼ け解 消 法 か と思 っ
て もみ る が、 彼の 年 令 と長 時 間の 旅 程 を考 え合 わせ る と
翌 朝7時 に は、 シャ ワー をあ びて 平 常 と変 わ らぬ生 活 に
戻 った の に はい ささ か驚 か された 。 多 くの 医師 が 自己 の
健 康 管理 のた め に スポ ー ツ に努 め るの は 、単 に そ れば か
りで な く、 ア メ リカ とい う競 争 社 会で 勝 ち抜 くため の 知
恵 なの か も しれ な い。
しか し一 方 で 、産 婦 人科 の 医 師 の一 人 が ジ ョギ ン グ中
転 ん で 手 を折 っ た ため 暫 く臨 床 が で きな く なっ た等 とい
う事 故 も聞 い た。 また ハ ンガ リー 出身 の ス タ ッフの 顔 が
見 えな い と思 っ た ら、彼 は ジ ョギ ング中 、 心臓 の 具 合 が
悪 くな り、 目下 精 検 の た め入 院 中 で あ った とい う笑 えな
い話 も あ る。彼 は常 々私 に 「Dontworksohard」 等
と言 って いた の は皮 肉 の限 りで あ る。
私 は 自宅 の あ る ロ ング ア イ ラ ン ドの ポ ー トワ シ ン トン
か ら汽 車 に乗 り、地 下 鉄 を2回 乗 り換 えた後20分 程歩 い
て コー ネ ル大学 の 研究 室 に通 っ て い る。地 ド鉄 の構 内 も
結構 歩 き こた え が ある し、 通 勤以 外 で も、マ ンハ ッタ ン
の 中で は乗 り物 よ り歩 くこ とが 多 い。 日本 に居 る時 に比
べ ると大 変 な運 動 量で あ る。 又家 に居 て も週 末 はテニス、
夏 の間 は 水泳 も加 わ るの で 、ず い分健 康 的 な く ら しを し
て い る こ とに な る。心 な しか腹 の ゼ イ 肉 も落 ちた様 に思
わ れ る。
幸 い旭 川医 大 は スt一 ツの環 境 に は恵 まれ て い るので
帰 国 後 もで きるだ け機 会 を見つ けて ス ポ ー ツに親 しみ 、
歩 く習慣 も続 け、体 力向 上 を企 りた い もの だ と考 えて い
る。
(産 婦 人科 学 講 座 講 師)
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.、.新任 ..教 官 紹 ..介.
昭 和58年81116日/l土:十 で 、泌 尿 器 科学 講座 に 八竹 教授 、
昭 和58年1〔)fjlf1イr.け ひ、英言吾の外国 人孝交師.と して 」.A.ザ
ンレ イ教官 が就 任 され ま したっ 両 教官 は既 に講 座 ・診 療
科 充実 を図 られ)く、講 義 を受 け持 た れ て い ま.オ,本 誌 で
は新 任 教官 か ら御挨 拶 をい た だ く と とも に、親 し い教 官
か ら御紹 介 いた だ くこ と と しま した 、 新任 教 官 の教rsfiif
究 方針 を理 解 す る..一助 と して くだ さい 。
1学 生 課)
必尿器 、科i/l竹直教授 を迎 えて
学長 黒 田 一 秀
泌 尿 器 科学 講14≦は 、内 科 学 第 ・、外 科学 第 ・と 其に 、
昭 和 据年 開学日、¥開設臨 床3、!1`と して 、 本学 の 先 発講 座
の ・.つで あ る 、泌 尿器 科 学 担 当の 私が病 院 長 罫定 者で あ
.)た か らで あ る.従'..ノて.今年、暦 の ヒで は 開講11皓lfFと な
るの で あ る が、 実際 に1必尿 器科 学 の講 義 が始 ノたの は 、
第1期 生の4学 年後 期 か らなの で51年lo月 で な か ・,たか
と思),、 ・昨 昨 年{必尿器 科 教授 併 任 を角翠か れた 後 も なむ 、
学 会 開催 等の.都合 もあ.て 、 私 が教室 の 仕 葬を あず1か一、
て い セ その 意味 て 関 係 各位 、 こ とに教 室 員の 諸 君に は
い ろい ろ御 迷惑 を おか け ㌧..:τいた 二の 度8月lol付:.+
で 八1ケ直教 授 を む迎 えで きた 二とは、 た ∫=.として も個 人
的 に も.喜び にた えな いの で あ る...
八 竹教 授 は 大阪 の 生 れ 、厳 父 も医師 で い ら ・しめる.
ノく阪 メく学 を昭禾「】39年に 牽 裳、以 前 は楠 教 授.現 在は陵1田
教授 の阪 大泌尿 器 干斗教室 に 入 り、 大学 院 を経て 、新 設近
畿 メご汐医 学 部で 栗ifl教 授1三宰 の 泌 尿器 科 学 教室 創 設;二際
しで 肋教 授 に就 任 、今 目に 至 ・焼 方で あろ.詠 路 郭}石、腎
移 植 、排 尿 機構 等 々に 多(の 業績 を 挙 げて わ られ る そ
の 間 西独.."一 ヘ ン 六学で2年 間 の 在外 研究 もされ た
御 豪族 につ い て:よ、摂 ヂ夫 へも お・医 者 様 で 、実 は阪):
医'1j穏祁「司其Ill{こ、 ・1・児君レ草∫父と承 ・,『丁L・る.高 校 生 と・1・P』弛
生の2久 の 男のr・ を才∫手芋ち で才.る 近 ノくi装学.rで 噛:よ陣 内
病 院 長 と共 に画 か きとして通 っで おられ 、運 動ぽ ゴ ルフで
も ス ㌣一 で も何 で.もた しな まれ る とい)の で 、 来年 早 々
八竹 教授 就 任記 念 日本泌 尿 器科 学 会北 海道}也 方会で は 、
学 会翌 「i歓迎 スキ ー た会 を計画 しでい るの であ る.厳1.
い研 究 生 活 を経験 され なが ら も、家 族 団 攣 と スー4一ツ 心
とを手芋つ 、 八竹 教授 が新 しい 風 を あが 大学 に吹 き入れ て
ドさ.♪た こと を感 謝す る と 共に 二れ か らの 御 活躍 を期待
して 卸紹 介の 言 嚢と します,
-,`
■ 泌尿器科学講座 ■ 八竹 直
北 海 道 に しでlt箸 か ・,た8
fl16f1、 里 田 一秀 学 長が}こ宰
されて い た泌 尿 器科 「」汐教室 の
後 任 と して着二任 しま した、.fi!、
は 大阪 に 生 まれ 、大阪 に育 ち、
メ(阪大学医 学 喜1;を昭 和39年 に
卒 業 した 、 ま ・りた くσ)浪速 り
.∫・です 、西 ドでツに留 学 して いた 期 間 を除;ナは 、大阪 以
外で1生活 した こ とが あ りま牡 ん.そ れ が.どう した 御縁 か、
この 寒 い とい われ る 旭 唄に 奉職 す る 二 とに な り ま した.,
tく阪 のむ しむしす る暑さに慣 れ ぐい る身 に と',て 寒 さは
ま.た く苦}で 、 こ れ か ら訪 れ る旭1目の 冬の 寒 さは想 像
もつ かず』、 毎 日空 をi冠 ヒげ.なが ら恐れ 戦 いて い る 有様 で
す しかLた 阪 の ごみ ごみ した 、また 人 人 人の環 境 に比
・べ.二 の よ.が..す』カこしい,iヒ津β芭の ド1禦iのな〆しと.ξ一は「ら しい
事か と感嘆 して い ます
さて 、 私 は8年 前 ノ(阪ノくFL}なか ら旭1「[医科 メぐ』1ζ:より 一年
遅 れてr新設 された 近畿 ノく学医 学 部!＼、栗 田孝 教 授 の も と
で 助教 授 と して就 任 し、 新 しい教室 づ く りをrイ 云わせ て
も らい ま した、 匡泣 と 私 ・層〔の違 い;よあれ 、 旭 用医 科 大学
が この11)年 に経.験 され た新 設期 の 許労 を同 じ.よ.)に1朱 わ
って き ま した.人f促 、物f促 のLに 、伝 統 が無 い こ と
1こよる 不利 を いや と い うぽ 、ヒ馳経馬寅しま した が 、逆iにま っ
た く新 しい経 験 が 出 来 た ことは 貴 重 な こ とで津,あ りま し
た、=
旭 旧医 科 ノく学 泌 尿暑【き科 学 教室 もすず5噛に}0年 の 歴 史 と か
な りの ス タ ッフ を擁 して お られ ます 教室 の 基 礎 づ.くり
を終 え られ て 発展 期 に 人 ・'た時}ζllに呼 ん で 載 いた よ.)に
思..P一ます 近f/{必 尿 器科 学 その もの が若 い学 問で あ りま
す が 、 当教室 に も ス タ ッフの 若 々 しい ノJが満 ち溢 れ て い
ますの てト楽 し.みで1す 就fEし て:3ケ 月 そ 二そ 二で は 、 ま
だ 大 き な抱 負 を述 べ る と ころ まで は まい りませ ん が 、 こ
の教 室 員全体 の 若!.')1を 結 集 して、診療 、研 究 、 教育 の
各 面 に 大い に飛 躍 した い 羊,のだ と 考えて お ります の で 、
よろ しく御願 い.、・た しま..む一
〔泌 尿 器 科学 講14≦ 教授)
丸 子 基 夫
彩〒f丑夕HEI人 孝文1;rl}J〔}hnAndrewSurUeN上 亀、31-3-1955
生 れ 。 理 科 高 等 中 学 を ㌍ 業 後1973-1976ま で ケ ン ブ リ ジ
f-Pembroke分 校 で}三 に 社 会 科 学 を 導 攻 。1980年 マ ス
タ ー ・オ フ11・ア ー ツ 〔t.eedsUni)D
職 歴:高 イ曳後 半 年 艮劉ア メ リ カの 木 材 工 場 勤 務 、 院 生 の
と き オ ラ ン ダ で 英 語 教 師 、1981-82ロ ン ド ン に て 生 物 電
磁 気 学 を 研IL、1982-83サ ン ト リ ーKKに て 英 語 教 師 。
趣 味:ス キ ー 、 テ ニ ス 、 テ ナ ー サ ッ ク ス 、 カ メ ラ。
〔ド イ ツ 言吾 孝交手受)
...許 長1≧「踊「噛.'







































■ 歯 科 ロ腔外 科 ■ 池畑 正 宏
歯 科 口腔 外科 ぱ 、大 学 附 属病 院 の 診療 科 と して 、昭 和
51年11月 に開 設 された 。 当時 は北 大歯 学 部 目腔 外 科 よ り
数 名の助 手 が派 遣 され診 療 が 行 わ れて い た、 昭 和52年n
月、 弘 前 大学 よ り北 進 一 教授 が赴 任 し、 その 後 、講 師 、
助 手 、医 員 も増 え、現 在 医 局 員 は7名 、 他、 島 崎 、鈴 木
文部技 官(歯 科技 工師)、 小 林 文 部 事務 官 、秘 書 の渋 谷
君 と小世 帯 なが らも ま と まっ た医 局 で あ る。 昭 和57年1
目 には 、f狭 だ っ た病 院 の 医局 か ら、 実験 実 習 棟 の5階
へ 移 るこ と がで きゆ った りと机 を並 べ る こ との で きる よ
うにな っ た。 当医 局 の悩 み は、 医 局 員 が少 ない た め に ど
う して も診 療 へ の比 重 が 大 き くな りが ちな こ とで あ り、
早 くPfARへ 移 行で きるよ う教授 以 ド努 力 して い ると こ ろ
で あ る。 臨 床 で は 、日 腔 外科 のspecialistの 養 成 を目標
に して お り、 目腔 領 域 の悪 性 腫 瘍 、[」唇 口蓋 裂 の 奇形 、
顎 変 形等 の 治療 に 力 を入 れ て い る。基 礎 的 研 究 で は 、少
人数 の 為 、教室 の テー マ を 「骨 」 に しぼ り、 骨の石 灰 化、
骨膜 の骨 形 成 能等 に関 し、形 態 学 的 、 生化 学 的 に 「コ ツ
コ ツ」 と 行 って い る。更 に 、凍 結 乾燥 骨 を顎 骨 再建 へ 応
用 す る ため の基 礎 的 実験 を軌 道 にのせ る と ころで あ る。
幸い 、文部 省 科 学研 究 費の 交付 を、昭 和54年 、56年 、57
年、:,ash=と うけ る こ とが で き溝座 研究 費 の ない 当医 局 と
して は大 変 貴重 な研 究 費 と な って い る。 今 年 は7月 に、
li腔 外科 学 会 と口腔 科 学 会の 北 日本地 方 会 を主催 し、 医
局 の チ ー ム ワー クの 良 さを発揮 し無事終 了 す る こ とが で
きた 。
仕 事の 他 に、医 局 で は スポー ッ も盛 ん で 、 ど れ も う ま
くは な い が、 夏 はテ ニ ス 、 冬は スキ ー と研 究時 間 を さ き
す ぎて い る き らい 竜,ある。 野球 も3年 前 よ り教 授 、研究
生 を含 めて よ うや く9人 が確 保 され 、 月賦 に てユ ニホ ー
ム を購 人 しチ ー ム がで きた。 チ ー ム 名 はBoniしos(ス ベ
イ ン語で か わい い 男の子 達 とい う意味 だ そ うであ る)で 、
確 か にチ ー ム カ ラー とチ ー ム名 は..一致 して い る。しか し、
今 年 は四 戦 全敗 で 、や ぱり 「ハ イシヤ」(敗者?歯 医 者?)で
あ った。 医 局 員の 趣味 も、 音楽 、囲 碁 、 車 等 多彩 で 、 ス
テ ン ドグ ラ ス作 りに生 きがいを見っけよ うと して い る者 も
い るが、 どれ も 奥は 深 くな い よ うで あ る。 又、医 局 で は
季節 や医 局 行事 と は 全 く関 係 な く行 わ れ る「500]会 」
とい うア ル コー ル抄 読会(消 毒会?)が あ る。これ よ500
円 の 会費 で 肴 を用 意 しア ル コー ル の味 見 をす る と い う高
級 な催 しで あ る が、 ど うも近頃 は 諸物 価 値rが りの為か、
ア ルコ ー ルだ け と い うこ と が 多 くな って きた 。小 世帯 の
demeritば か りが 気 に な る が、 少 人数 医 局 で あ る こ と を
目 実 に敬 老 の 口 、勤 労感 謝 のHで さえ教授 に 当直 を割 り
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解 剖 体 慰 霊 式
9月21日 眺)午後211,'rU)分 か ら本学 体 育館 にお い て昭 和
58年 度解 剖 体慰 霊 ヱkが執 り行わ れ ま した。 参 会 した御遣
族 ・来賓 ・本 学教 職 員300名 は、 本 学 学 生の 教 育 及 び学
術111院 の た め に 尊 い遺 体 を提 供 され 、医学 発 展 の礎 石 と
な られ た188名 〔病 理 解剖87名 、i!l解 剖41名 、系統 解剖
60名)の 方が たの遺 徳 を忍 び御冥 福 を祈念 しま した.
角4培r拝本御1芳名奉藁売、異蒸と う、'」汐長 ・「二芦生ft表(3年
LF義 樹君)の 追 悼 の 辞 の あ と
、 参 会 者 によ る献 花 が 行
われ 、r曇f岡副 学 長 び)謝辞 を もっ て しめ や か な う ちに 今年










体 育 大 会
学 生i:fiの 俸育 大 会力ぐ9/17日1、 学 生 ・教 職 員の ぺ
50〔塩 の 参 加 によ り行 わ れ た「 ク ラス対抗3種 目、 有志
対抗3種liの 計6種 目で 、 各チ ー ム と も優 勝 め ざ して 善
戦健 闘 した 。結 果 は次 の と お りで す 。
睡 ＼、
ク ラ ス対抗1サ ッカ ー
(総合優勝2年);陥ll∴ゴレ
有 志 対 抗1ソ フ トボー ル








2位 職 員 チ ー ム
1位 漢 字 博 士(3年 今田)
2位 トミとエ リー(5年 高橋)
1位5年 代 表 〔5年朝倉)
2位 ラ ・サール十1(2年 岩崎〉
(学 生 課)
新 入 生 研 修(第2回 目)
4月 に行 わ れ た第1回 目の 新 入 生研II参にひ き続 き10月
27[]〔木ト11月10日 〔木)まで 〔水 ・土 ・日 は除 く)第2回 目
の 新 入生 研修 が行 われ た。1年 生 全 員 が8グ1レ ー プに 別
れ 教授2名 、学 生 約16名 を1グ ル ー プ と して 、本 学職 員
研修 施 設 で 午後5時10分 か ら約2時 間 にわ た り、 会食 ・
懇 談 が行 わ れ た。
(学 生 課)
9
課 外 活 動 短 信
将 棋 部
]0'8第31回 全道岸:生将 棋 選 手権i大会($;`札 幌 〕
く
10/1〔)(Irイ 本…巨琵)準f憂0券
(個 人戦)準 イ憂勝2年 山li亮(3i)
硬 式庭 球 部
lo月 全道 学 生選 手権 大 会
丹 羽 ・善(5年)W優 勝Sベ ス ト8
ボ デ ィ ビル デ ィン グ部
11/20全 道 学 生 パ ワー リフ テ ィン グ秋 季大 会
(於 北 海 学園 大)
総 合2位
個 人 フ1ザ ー級f憂 勝
ラ イ ト級 ク
ミ ド ル 糸及2T・!`
ヘ ビ ー 級2位
●/0/23旭lil市 民 大 会(硬 式庭 球)
S優 勝 田中 公/<(3年)
長 坂 武(2年)
[【日1凡1芝[∫条(2で ト)
原 沢 克 己(2年)
西 本 邦 弘(1年)


















久 保 良 彦i
伯 刺 西 爾 雑 感
uJ/;iま して お めで と うご ざい ます 。読 者 諸 兄姉 には 新
らた な希望 を胸 ・杯 に新 年 をお迎 えの こ とで し ょ う。 ・
層 の こt!p331u祈 念 い た します 。
「か ぐらお か1もr度i目 の む 正 月 を〕聖え、 ひ とっ の
節 目 を数 えた こ とに な ります が 、 この 間 の 本学 の 発展 と
充 実 は ご存 知の と う りで す 。 小誌 もい さ さかお 役 に 立 ち
えた こ と と、共 に慶 び た い と存 じます,、
さ(、 昨 年 九 月、 機 会 が あ りブ ラジ ルは リオ ・デ ・ジ
ャ ネ イロ に数 目滞 在い た しま した、,その 折撮 った ブ ラ ジ
ルのr供 達 び)屈託 の な い笑 顔 を新春 の フ レゼ ン トといた
します。
蔭 ξ 「 蓼.心・、
撃織
1-一 隠 〆 ヂ聾




が印 象 的で した。 ブ ラ ジル にお け るi系 人の 活躍 はっ と
に知 られて い る と ころ です が、 この よ うに 人種 的偏 児が
ない こ とや 、 ポ ル トガ ル 語 が その 表現 とか 発 蒔の 点 で 意
外 に 日 本語 に近 い とい った こと も、 その 活躍 の か くれ た
土台 に なっ て い るの で しょ う、 折 か ら 週 毎 に 為 替 レー一
トが変 る と い う激 しい イ ンフ レで 、旅//に は 有利 で あ
ります が 、hClli]"jgJの こ とです が物 価 のLyltに 収 入 が追
従 で きず 、 市民 生 活 は相 当 きつ い よ うに聞 きま した、,
最近 は世 界中 どこへ いっても目本 人 と 日本 製 自重IJI巨に お'
laに かか れ る もの とmc・って お'りま した ら、 リオ ・ 戸 ・ジ
ャ ネ イロで は その 自動 車に おliに か かれ ず 、何 とな く物
足 り ない感 じがい た しま した、 厳 しい自国 の 自動1巨産 業
保護 政 策 が原 因 で した 、.
ブ ラジル とい えば コー ヒー がす ぐに連 想 きれ ます が 、 さ
す が に廉 く、市 価 は 日 本の 五分 の 一不1至渡 で す、.・般 に濃
い昧 で その 割 に香 りが乏 しい よ うに思 い ま した 、,マー一ケ
ッ トで 割 高 の イ ンス タ ン トコー ヒー が む しろ 多く売 られ
て い たの に時 を感 じま した,、
ブ ラジルで もやは り人目の都 市への 集中 化 が起 って い る
よ うで 、LI本 の敗 戦後 にみ られ た バ ラ ッ クと同 じよ)な
小屋 が密 集 す る巨 大 な スラ ム も目 につ い た 一っ で す,,そ
れが 素晴 しい 豪邸 の 塀 に接 して始 ま る とい った とこ ろ が
何 と も興 味 深 い取 り合 せ に思 わ れ ま した、 聞 く とこ ろ に
よ ります と、 そ の よ うな状 況 ドで も き した る トラブ ルは
生 じて い ない そ うで 、 隣 は隣 、 我は 我 で楽 しく過 ご1.こ
とが で きれ ば満 足 とい った割 切 り方 を して い る とい.).二
とですDこ れ が ラテ ン ア メ リカ気 質 と い)の で し1)か 、
彼 我 の弟 を痛 感 させ られ ま した 、
ブ ラジルへ はジェッ ト旅客 機 で 実 に片 道=1・11Lil1芋間 を1要
し ます 、地 球 ぱ まだ まだ 大 きい と沁 々 実感 いた しま した.,
(外 科 学 第 一講座 助教 授)
ブ ラジ ルは 人種 の るつ ぼ とい わ れ ます が 、実 際 その 多
種 、 多様 さは 令 く児 事と い うぽ か あ りませ ん。 その ため
人手履r向f扁児 もな い よ うで＼ と く に(f!±;4:の 人 なつ っこ さ
1θ 一
」
